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株主の皆様へ

こころを動かすスポーツ。
私たちゼビオグループはスポーツの魅力と可能性を最大限に引き出し、

伝え、表現し、発信し、それらをビジネスとしての価値に変えていきます。

そしてスポーツ業界のビジネスモデルを変革し、

スポーツのビジネスとしての価値を最大化していきます。

その結果、スポーツの持続的発展に寄与し、地域社会への貢献、

そして、身近にスポーツがある健康的で充実した豊かな人生の実現を

お手伝いします。

ゼビオグループの宣言

◦私たちはスポーツの感動価値を最大化します。

◦私たちはスポーツ業界のビジネスモデルを変革・創造していきます。

◦私たちはスポーツによって世の中を明るく元気にしていきます。

第45期第2四半期
（2016年4月1日〜2016年9月30日）

ゼビオホールディングス株式会社
XEBIO Holdings CO., LTD.

スポーツによって世の中を明るく元気にする

スポーツの感動価値 ビジネスモデルの変革・創造



　2016年度前半におけるわが国の経済は、緩やか
な景気回復基調で推移しておりますが、世界経済
の下振れリスク懸念や株価・為替の不安定な動き
を背景に、企業の景況感や消費マインドが低迷し、
先行きに対しては不透明な状況にあります。
　このような状況下ゼビオグループは、スポーツ
を通じて、お客様の健康や生活に関するニーズに
対して総合的な提案を行い、また最大化したスポー
ツの価値を「バリューポイント」を通じお客様に
日々提供し続けることにグループを挙げて取り組
んでまいりました。
　日本は今、様々な社会問題に直面しています。
スポーツが秘める可能性は無限にあり、スポーツ
にはそれらの課題を解決する力があると確信して
います。これからのスポーツは、ますますあらゆ
る社会生活と結びつき、豊かな国造りの一翼を担
う使命を課せられているとも考えております。ゼ
ビオグループは、われわれが掲げるグループステー
トメントを体現し、広く世間に発信していくことで、
この役割を担ってまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層の
ご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長　諸橋　友良

ごあいさつ 業績について

　当第２四半期連結累計期間は、コア事業である
スポーツ小売販売業を担う事業中核会社３社では、
各々が持つ強みの更なるブラッシュアップと各社
が持つノウハウの共有を図るとともに、時代や季
節によるニーズの変化を捉えた売場作りに注力い
たしました。
　国内では、グループ初となる長崎県へ出店する
など西日本を中心に、スーパースポーツゼビオ３
店舗を含む18店舗を出店し、閉店は８店舗で実施
いたしました。また、グループシナジーの更なる
発揮を目的とした運営会社変更及び業態変更を12
店舗で実施いたしました。
　またホールディングス化を機に、グループ組織
のセグメント化を進めていくなか、より効率的な
運営を実現するための選択肢として、企業の統廃
合について検討を進めております。
　以上の結果、当第２四半期連結累計期間におけ
る連結業績は、売上高1,129億85百万円（前年同
期比1.9％増）、営業利益54億99百万円（前年同期
比9.6％増）、経常利益48億32百万円（前年同期比
6.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益24
億56百万円（前年同期比20.1％減）となりました。
　なお、通期見通しにつきましては、売上高2,404
億20百万円、経常利益95億円、親会社株主に帰属
する当期純利益41億24百万円を計画しております。



連結貸借対照表の概要（単位：百万円） 連結キャッシュ・フロー計算書の概要（単位：百万円）

連結損益計算書の概要（単位：百万円）

固定資産
74,116

資産合計
180,875

流動資産
106,759

負債・純資産合計
180,875

純資産
115,657
株主資本
115,028

負債
65,218

180,000

150,000

120,000

90,000

60,000

30,000

前　期
（2016年3月31日）

当第2四半期
（2016年9月30日）

0

固定資産
73,267

資産合計
180,223

流動資産
106,956

負債・純資産合計
180,223

純資産
116,700
株主資本
115,953

負債
63,522

財務情報

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

当第2四半期
（2016年4月1日～2016年9月30日）

0

現金及び
現金同等物
の期首残高
21,519

現金及び
現金同等物
の四半期末
残高
21,597

投資活動による
キャッシュ・フロー
▲2,343

財務活動による
キャッシュ・フロー
▲2,058

現金及び
現金同等物
に係る

換算差額等
203

営業活動による
キャッシュ・フロー
4,276

120,000

90,000

60,000

30,000

8,000

6,000

4,000

2,000

前第2四半期
（2015年4月1日～2015年9月30日）

当第2四半期
（2016年4月1日～2016年9月30日）

0

売上高
112,985

売上原価
67,255

販売費
及び一般
管理費
40,231

営業利益
5,499 経常利益

4,832
税金等
調整前
四半期
純利益
4,800

親会社
株主に
帰属する
四半期
純利益
2,456

売上
総利益
45,730

営業外
収益
709

営業外
費用
1,376 特別利益

372
特別損失
404 法人税等

2,343

売上高
110,829

営業利益
5,019
経常利益
5,192

親会社株主に帰属する四半期純利益
3,075



●2016年4月

スーパースポーツゼビオうるま店（ヴィクトリアゴ
ルフ、ゴルフパートナー併設：沖縄県）
スーパースポーツゼビオニトリモール枚方店（ヴィ
クトリアゴルフ、エクスタイルビジョン併設：大阪府）
ゼビオスポーツエクスプレス博多マルイ店（福岡県）
ゴルフパートナー丸山ゴルフセンター店（千葉県）
ゴルフパートナー大阪外環泉佐野店（大阪府）
ゴルフパートナー鴻巣ジャンボゴルフセンター店
（埼玉県）
ゴルフパートナーオールスタードライビングレンジ
店（タイ）
トランスビューマリーナスクエア店（シンガポール）

●2016年5月

スーパースポーツゼビオアクロスプラザ佐世保藤原
町店（ヴィクトリアゴルフ、ゴルフパートナー併設：
長崎県）
ゴルフパートナー明治ゴルフセンター八千代店
（ヴィクトリアゴルフ併設：千葉県）
ゴルフパートナー筑後店（福岡県）

●2016年9月

ゴルフパートナー伊勢原店（伊勢原ゴルフセンター
内：神奈川県）
ゴルフパートナー東急あざみ野店（神奈川県）

当第2四半期の新規出店

　国内では、西日本を中心に継続的に新規出店を行い、海外を含め20店舗を出店する一方、9店舗を閉店しました。

スーパースポーツゼビオ うるま店（沖縄県）

ヴィクトリアゴルフ・ゴルフパートナー 
アクロスプラザ佐世保藤原町店（長崎県）

スーパースポーツゼビオ ニトリモール枚方店（大阪府）



トピックス

●新たなステートメント「スポーツで叶える。」
　2010年、私たちは「こころを動かすスポーツ。」をグループステートメントとして掲げ、スポーツナビゲーションを通じて
最大化したスポーツの感動価値を、お客様に提供することを約束する意志をグループ内で共有しました。2013年、創業50
周年を迎えたこの年、スポーツが持つ国境をも超えていく価値を人の心の中に確立する運動を推進する為、新たに「スポー
ツの国をつくろう。」というステートメントを掲げました。
　そしてこの度、課題先進国である日本が抱える様々な社会問題を、スポーツが持つ力で克服し、来たる2020年、そしてそ
の先の未来を明るい世の中にする為、スポーツが持つ可能性を信じ進んでいく想いを籠め、「スポーツで叶える。」という新
たなステートメントを掲げることにいたしました。
　この３つのステートメントを胸に、グループ社員一丸となって邁進してまいります。



成都
■ 3店舗

ソウル
■ 4店舗

シンガポール
■ 12店舗
■ 1店舗

マレーシア
■ 14店舗
■ 2店舗

上海
■ 1店舗

タイ
■ 1店舗

東北地区
■ 25店舗
■ 24店舗
■ 2店舗
■ 13店舗
■ 10店舗
■ 7店舗
■ 3店舗
■ 19店舗
■ 9店舗

九州地区
■ 21店舗
■ 22店舗
■ 1店舗
■ 22店舗
■ 4店舗
■ 4店舗
■ 2店舗

北陸地区
■ 5店舗
■ 5店舗

甲信越地区
■ 15店舗
■ 14店舗
■ 5店舗
■ 1店舗
■ 2店舗

関東地区
■ 42店舗
■ 20店舗
■ 77店舗
■ 18店舗
■ 81店舗
■ 13店舗
■ 6店舗
■ 4店舗

中部地区
■ 14店舗
■ 15店舗
■ 13店舗
■ 1店舗
■ 4店舗
■ 1店舗

近畿地区
■ 19店舗
■ 17店舗
■ 4店舗
■ 23店舗
■ 3店舗
■ 3店舗
■ 1店舗

四国地区
■ 5店舗
■ 5店舗
■ 4店舗
■ 2店舗
■ 2店舗

北海道地区
■ 13店舗
■ 12店舗
■ 3店舗
■ 2店舗
■ 2店舗

中国地区
■ 8店舗
■ 8店舗
■ 9店舗
■ 1店舗
■ 1店舗

看　板 特　徴 店舗数

■

あらゆるスポーツ用品・用具を取り揃えた大型総合スポー
ツ専門店

175地域特性に合わせた品揃えとサービスを展開する総合ス
ポーツ店

■

世界36か国に700店以上を展開するイギリス最大のSPAブ
ランド 33
カジュアルスポーツウェアショップ

■
度付レンズ対応可能なスポーツサングラスを扱うスポーツ
メガネ専門店 30

■
アスリートのコンディショニングをサポートするスポーツ
ドラッグストア 15

■ トレーニング機器の展示販売 1

■ 都市型オールスポーツショップ 20

■
幅広い方に対応できる商品ラインアップとサービスのゴル
フ専門店 199

■ ファッション感覚にあふれたアウトドア専門店 25

■

中古ゴルフ業界№1のネットワーク、55万本の在庫からぴっ
たりの1本を 177
中古ゴルフ業界のパイオニア、豊富な在庫と安心価格

■
■

北東北で地域特性に合わせた品揃えとサービスを展開する
総合スポーツ店 28

■ 東南アジアにおけるゴルフ用品専門店 26

ゼビオグループ729店舗（FC除く）
ゼビオグループの店舗展開

他

他

2016年9月30日現在



●「SOMPOボールゲームフェスタ2016」への協賛
　～子ども達にボールを使う運動の楽しさを提供～
　「ボールゲームフェスタ」は、主に小中学生を対象に、日本
トップリーグ連携機構に所属する日本のトップアスリートが
ボールを使う運動の楽しさや技術を指導します。参加者同士
の触れ合いを通して、体を動かす楽しさを体験しながら、基本
的な技術の習得や技術力をアップさせる機会を提供し、次世
代の子どもたちのスポーツライフを支援する事業です。ゼビ
オグループは協賛社として、日本トップリーグ連携機構とと
もに、子どもたちが様々なボールゲームを体験することで、ス
ポーツの楽しさ、スポーツの素晴らしさを伝えてまいります。
【開催概要】
タイトル：SOMPOボールゲームフェスタ2016
主　　催：一般社団法人日本トップリーグ連携機構、開催地団体
後　　援：スポーツ庁、公益財団法人日本体育協会
会　　場：全国34会場

主な社会貢献活動のご紹介

（1）発行可能株式総数 135,000,000株
（2）発行済株式の総数 47,911,023株
（3）株主数 13,683名
（4）大株主の状況

株主名 持株数 持株比率
株 ％

有限会社サンビック 8,252,605 18.5
公益財団法人諸橋近代美術館 4,500,000 10.1
有限会社ティー・ティー・シー 4,121,466 9.2
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,680,100 3.8
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9） 1,525,200 3.4
BNYML-NONTREATYACCOUNT 1,430,600 3.2
諸橋輝子 1,392,364 3.1
諸橋友良 1,173,150 2.6
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,118,000 2.5
NORTHERNTRUSTCO.（AVFC）RE IEDUUCITS
CLIENTSNONLENDING15PCTTREATYACCOUNT 921,600 2.1

（注）1.当社は、自己株式3,223,392株を保有しており、上記の大株主から除外
しております。また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

 2.信託銀行の所有株式数には、信託業務に係る株式数が含まれております。

所有者別株式分布状況

今後もコンテンツの充実や利便性の向上を図ってまいります。
ぜひご覧ください。

自己名義株式
6.73％

3,223,392株

47,911,023株

金融機関
18.29％

8,763,077株個人・その他
13.65％

6,540,184株

外国人
24.18％

11,584,185株

証券会社
0.65％
309,090株

その他の国内法人
36.51％

17,491,095株

株式状況（2016年9月30日現在）

http://www.xebio.co.jp/

●熊本地震でのスポーツを通じた支援
　2016年4月に発生した熊本地震において、ゼビオグループ
のスポーツナビゲーターが、近隣の公園や保育園において子
ども達へスポーツトイの配布や運動不足の解消となるような
活動を積極的に行い、地域の皆様と寄り添い復興に向けた道
のりを共に歩んでおります。

【ゼビオグループコーポレートサイトCSR活動報告】
ホームページ http://www.xebio.co.jp/company/social/02/csr/
Facebook https://www.facebook.com/xebiocsr

©JTL



■取締役及び監査役（2016年9月30日現在）
　役　　　職 氏　　名

代表取締役社長 諸 橋 友 良

取締役 北 澤 　 猛

取締役※1 谷 代 正 毅

取締役※1 石 綿 　 学

取締役※1 太 田 道 彦

　役　　　職 氏　　名

常勤監査役 加 藤 則 宏

監査役※2 小 谷 野 幹 雄

監査役※2 佐 々 木 庸 雄
※1は、会社法第2条第15号に定める社外取
締役であります。
※2は、会社法第2条第16号に定める社外監
査役であります。

■執行役員（2016年9月30日現在）
　担　　　当 氏　　名

副社長執行役員 加 藤 智 治

副社長執行役員 中 村 考 昭

専務執行役員 櫻 井 龍 一

　担　　　当 氏　　名

執行役員 石 田 純 哉

執行役員 村 井 宏 行

執行役員 大 島 康 夫

商 号 ゼビオホールディングス株式会社
（XEBIO Holdings CO., LTD.）

本 社 所 在 地 〒963-8024　福島県郡山市朝日3-7-35
電話 024-938-1111（代表）

東 京 オ フ ィ ス 〒101-0054　東京都千代田区神田錦町3-20
錦町トラッドスクエア14階

創 業 昭和37年8月
会 社 設 立 昭和48年7月5日

会社概要及び役員

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月末日まで
剰余金の配当の基準日 期末配当金　　毎年3月末日

中間配当金　　毎年9月末日
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
公 告 方 法 電子公告（http://www.xebio.co.jp/）

ただし、電子公告によることができないと
きは、日本経済新聞に掲載する方法とします。

株 主 名 簿 管 理 人 東京証券代行株式会社
東京都千代田区神田錦町三丁目11番地
（神田錦町三丁目ビルディング6階）

郵 便 物 送 付 先
　（ 連 絡 先 ）　

〒168-8522　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
東京証券代行株式会社　事務センター
0120-49-7009

取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の
本店及び全国各支店で行っております。

●住所変更・単元未満株式の買取・買増等のお申出先について
　お取引口座のある証券会社にお申し出ください。ただし、特別口
座に記録された株式に係る各種手続きにつきましては、特別口座の
口座管理機関である東京証券代行株式会社にお申し出ください。
●未支払配当金のお支払いについて
　株主名簿管理人である東京証券代行株式会社にお申し出ください。

●「配当金計算書」について
　配当金を銀行等口座振込（株式数比例配分方式を除きま
す。）または配当金領収証にてお受取りの場合、お支払いの
際ご送付している「配当金計算書」は、租税特別措置法の規
定に基づく「支払通知書」を兼ねております。確定申告を行
う際は、その添付資料としてご使用いただくことができます。
なお、株式数比例配分方式をご選択されている株主様におか
れましては、お取引の証券会社等にご確認ください。

配当の状況

1株あたりの配当金
第2四半期末 期末 年間

2015年3月期 17円50銭 17円50銭 35円00銭

2016年3月期 17円50銭 17円50銭 35円00銭

2017年3月期（予想） 17円50銭 17円50銭 35円00銭

株主メモ

株主様御優待
　当社では、株主の皆様へ感謝の微意を表する意味で毎年9月
30日及び3月31日現在の100株以上保有の株主の皆様を対象
に「株主特別御優待券」を贈呈させていただいております。
　この「株主特別御優待券」は、当社各店でご利用の場合、お
買物額の10％もしくは20％を割引させていただくものです。
　「株主特別御優待券」は、ゼビオグループ各店舗でお使いい
ただけます。（一部店舗を除く。詳細は御優待券裏面をご確認
ください。）

100株以上保有する株主様 20％割引券
10％割引券

1枚
4枚

1,000株以上保有する株主様 20％割引券
10％割引券

2枚
8枚


